
「廊下の右側通行化とその持続性について」

・仕掛けの効果はある

・効果が高かったのは標識標示

・効果は１５日間持続する

岡山県立倉敷天城中学校三年 宮島連

＜研究目的＞学校の廊下の右側通行化を図り、通行者の行動変容をみる

＜調査方法１＞
・右側通行を促す六つの仕掛け/標識表示を特定の廊下に設置し、左右どちらを通行するのか調査
→最も効果の高い方法を絞り込む

・工夫次第で影響力は大きくできる
・インパクトの維持＝影響力の維持

≒便益の維持
・標識の効果は持続しない……？

＜設置例＞

＜調査方法２＞
・ 効果はどのくらい持続する？

➡②を用いた計１５日間の経過調査
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④

⑤
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「案内標識」
⇨廊下の
右側に

「一方通行・
停止標識」
⇨廊下の
左側に（赤)を
右側に(青)を

「矢印標示」
⇨廊下の床の
右側と左側に

＜考察＞
＜結果＞

～
「数列仕掛け」
⇨廊下の床の
右側に序列

「けんぱ仕掛け」
⇨廊下の床右側に
足跡で「けんぱ」
のかたちを

「４コマ漫画仕掛け」
※コボちゃん
⇨廊下右側の柱に
目線の高さで（A4サイズ）

※廊下

⑥


